
日本パビリオン

会場のメイン広場

坂田弥優さんは、ecocon のスタッフです。

COP21にオブザーバーとして参加しました。　

～世界のユース世代に
   会って感じたこと～

世界各国が力を合わせるという理想へ、
「パリ協定」がつないだ希望

   ユースの行う環境活動の重要性
    ～ecocon＆COP21～
　私は2015年に開催された「第13回全国大学生
環境コンテスト」（ecocon）でスタッフをしました。
ecoconに参加したのは、自分と同じユースが全国
で行っている環境活動を知りたいと思ったからで
す。私は小学生から日本環境協会のこどもエコク
ラブに入り環境活動を行ってきました。ゴミ拾いや
花壇の植え付けなど地域内で地域の方と一緒に
する活動が中心でした。高校を卒業しても環境活
動を続けたいと思い、現在も今まで行ってきた活
動はもちろん、今まで学ぶことのできなかったこと
を学び、伝えることができたらと思い活動をしてい
ます。ecoconは全国の大学生が集まり活動を発信
し、競うコンテストです。同じ年代が集まり、自分た
ちの活動を紹介するだけでなく、振り返り考えて持
ち帰るため、多くの刺激を受けます。私も、スタッフ
として参加したことで、刺激を受けただけでなく、
大学生やユースという世代がいかに重要か実感
しました。
　しかし、日本にいるだけではまだまだ分からな
いこと知らないことがあります。環境を学ぶ中で

やはり気候変動は環
境活動ををする上で
重要な問題の一つ
だと感じています。
今回COP21にはオ
ブザーバーバッジを

大学からいただき参加しました。COP21に参加す
ることで普段は報道でしか知ることのできない内
容や報道されないことを自分の目で見て感じ今後
の活動に役立てたいと考えました。
　私が参加したのは２週間のうちの後半の週だっ
たため、より詰まった話し合いが行われていまし
た。オブザーバーバッジをいただいたので会議の
行われるブルーゾーンへ入ることができました。
　私が今回注目していたのはもちろん「パリ協定」
の合意もですが、途上国と日本の関係、ユース世
代の発言も現地で見てみたいと思っていました。

　現地では、海外のユースの活動を発信している
会場を回りました。海外で活動しているユースは
自分や自分の国だけでなく途上国などの周りの
国々へ、環境に良いもので援助できないかと考え
ている人が多くいました。また、日本だけでなく海
外のユースと話をして改めて、日本のユースがま
だまだ世界に追いついていないのではと感じまし

た。そのためにもまず自分の国を知ることが大切
だと気付きました。
　日本パビリオンや日本主催の発表の場では、日
本に住む私も初めて聞くような取り組みを知るこ
とができました。実際に、会場内で海外の方とお話
しすると、「日本で取り組まれているこの取り組み
で私の国は助かっているよ」と話しかけてくださっ
た方もいました。今回は知っている取り組みでした
が、もっと日本にも目を向けて学ばなくては、自分
の国なのに説明できないのはもったいないと感じ
ました。
　私はCOP21でユース世代の重要性、日本の国
での取り組みを知ることの大切さを感じました。
　日本に帰国後に開催されたecoconでは、多くの
大学生が自分たちの活動を工夫を凝らしプレゼン
するだけでなく、問題点や改善点を振り返りながら
これからの活動について考えていきます。ecocon
に出場する団体の多くは地域を元気にしていきた
いという思いに、環境を守りたいという思いが結
びついたものが多いように感じました。
　COP21へ行き、ecoconへ参加したことでやはり
ユース、ユースの中でも自由に時間を使える大学
生のうちに多くのものを目で見て体験して、吸収
することが、これからの環境活動には大切なので
はないかと考えます。また、地域や日本に目を向
けるのはもちろん、世界の動きにも敏感になるこ
とで、日本のでの活動をより良いものにできると
感じます。

All Japan Youth Eco-club　坂田弥優

「ecocon」は、全国の大学生環境活動団体の活性化に取り組むことで、持続可能な社会を実現することを目指しています。2015年12月には、13回目の
コンテストを開催しました。例年12月に2日間かけて開催するコンテストには、これまで全国各地から延べ600団体以上、延べ10,000人以上が参加
しています。企画づくりは大学生が中心となって進めていますが、社会人の事務局、アドバイザー、実行委員など、様々な人が関わりながら、コンテ
ストやその他様々な環境イベントを開催しています。近年は、高校生の参加も部分的に受け入れていますので、ぜひ参加してみてください！ 

みなさんは、「ecocon」って、聞いたことありますか？
正式名称は、「全国大学生環境活動コンテスト」と言います。

＜問合せ先＞　全国大学生環境活動コンテスト実行委員会事務局　（担当：北本・谷口）

TEL : 03-3580-8284　　E-mail : support@ecocon.info 　URL : http://www.ecocon.info/

（さかたみゆ）

共通ルールは作れるか
　人もモノも、国境を越えて行き交う現代。環境保全に取り組む上でも、「世界の国々が協力する」ことの
必要性を感じる場面がたくさんあります。
　代表的な事例は、やはり地球温暖化でしょう。二酸化炭素（CO2）を始めとする温室効果ガスは、世界が
足並みを揃えて減らさなければ意味がありません。また、温暖化がもたらす影響は、すべての国に及びます。
　WWF（世界自然保護基金）は、国際環境NGOとして、各国の政府に対し、積極的な温暖化対策をとるよう
求める活動をおこなっています。
　とはいえ、文化も、経済や社会の状況もさまざまに異なる国々が、温暖化防止のための共通ルールを作
るのは大変なことです。しかも、そのルールづくりの場である国連気候変動枠組条約の締約国会議は、
多数決ではなく、参加した国（昨年の会議では196カ国）すべてが合意するまで話し合うという方法をとって
います。これまで、何年にもわたって話し合いが続けられてきましたが、なかなか合意は作れませんでした。

あえて高い目標を
　しかし昨年12月、フランスのパリで開かれた「第21回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）」で、ようやく「パリ協定」が採択されました。
　その内容で、特にWWFが注目しているのは、「世界の平均気温の上昇を、産業革命前に比べて2℃未満に抑える、そして1.5℃以下に抑える
努力もする」と明記されたことです。「1.5℃以下」というのは、すでに温暖化による影響が現れ始めている島国や、開発の進んでいない途上国
が、強く主張していた数字です。
　現状からいえば、「1.5℃以下」という目標を達成するのは非常に困難です。それでも、合意を作るために目標を低くするのではなく、温暖化の
影響に対して最も弱い立場にいる人々の意見を重んじ、あえて高い目標を掲げ、それに向かって努力する道を残したという点で、「パリ協定」に
は非常に重要な意味があるといえます。
　この「パリ協定」を受けて、日本はどのような温暖化対策を進めていくのか。まさに「これから」が問われています。

パリ協定が採択された瞬間の会議場の様子。本会議
場に入れる人が限られたため、WWFなどのNGOは
モニター越しにその瞬間を見守った。
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WWFの活動をぜひご支援ください

COP21は政府代表が話し合う国際会議だが、会場
のすぐ外では、積極的な温暖化防止を求めて、多く
の市民がアピール行動をする姿が見られた。

温暖化の影響を受けるのは人間だけではないことを
示す動物のオブジェ。フランスの作家が再生プラス
チックを使って制作し、COP21の会場に展示された。

WWFは100カ国以上で活動する地球環境保全団体です。
その活動はすべて皆さまからのご寄付や募金で成り立っています。
ぜひ世界の自然保護に力を貸してください。

パリのCOP21会場。正面玄関には、
各国の国旗をあしらった柱が並んだ。
COP21に参加した国は196カ国。

特 集 C O P 21
2015年11月30日から12月13日まで、フランス･パリで、国連気候変動枠組み条約第21回締約国会議
（COP21）が行われ、新たな法的枠組みとなる「パリ協定」を含むCOP決定が採択されました。
ユース（ecoconスタッフ）とWWF（世界自然保護基金）ジャパンより寄稿をもらいました。
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